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事業の再編・強化の動き 

業績の改善と事業の拡大 

創立���周年に向けて 
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文責 ： 人事総務部・広報グループ　村田 晋 

 「安川ニュース」の付録として誕生した棟方志功画伯の作品による

「安川カレンダー」は、その後半世紀にわたり、安川電機の「顔」

としてお客様の事務所やご家庭の壁に飾られてまいりました。特に、

画伯と共に旅して作り上げた昭和%&年からの「海道シリーズ」は、

安川電機にとっての大きな文化的財産であるとともに、画伯の代表作

の一つとして美術史に残る作品となりました。 

 「カレンダー物語」の最後を飾る道標として、これまでの「安川カレ

ンダー」%$タイトルをご紹介いたします。 

共に旅して 

　平成'、&年頃から、グループ全体で積極的

に事業の再編、生産拠点の再配置が行われる

とともに、新会社も設立された。主なものと

して、平成$年には八幡工場の小形汎用モータ

を関連会社の（株）ワイ・イー・ドライブに譲渡し、

翌#年には小倉工場の回転機部門を八幡工場

に統合、小倉の事業所は「開発センタ」と改称

された。平成��年には、ドイツ・シーメンス社

との合弁で「安川シーメンス オートメーション・

ドライブ（株）」を設立し、製紙、繊維、荷役、

プラスチック、印刷などの分野で強力なパートナー

シップを結び、今日に至っている。またロボット

事業強化の一環として、トキコ株式会社から

塗装ロボット事業を譲り受け、平成�!年には

安川商事（株）のロボット販売部門を吸収した。

同年には八幡工場の中大形回転機部門を

分社化して「安川モートル（株）」を設立した。 

   関連会社のうち、（株）ワイ・イ・データは昭和

&�年、安川情報システム（株）は平成�'年に

東証!部に上場した。 

  平成�(年には事業区分を変更し、モーション

コントロール、ロボティクスオートメーション、システム

エンジニアリングの(事業部に再編された。 

　サーボ、インバータ、ロボットの主力事業に

おける新製品も相次いで開発、発表された。

平成#年に�)サーボドライブ「Σ－ シリーズ」

を製品化、またスーパー省エネドライブ「VS-

686SS5」や、(��ミリウェハ対応真空／クリーン

環境用ウエハ搬送システムを開発した。高性能

のロボット「MOTOMAN-UPシリーズ」、

コントローラ「XRC」の製品化もこの頃である。 

　生産面では、�)サーボモータが���万台、

Σモータが��万台（いずれも平成��年）、

MOTOMANが'万台（平成��年）、と順調

に生産を伸ばした。また海外における生産、

拡販も順調で、米国安川電機のインバータ

生産が��万台を突破し（平成��年）、米国の

「MOTOMAN INC.」による米国でのMOTOMAN

設置が�万台に到達した（平成��年）。 

　平成�(年、入間事業所（埼玉県入間市）内

に「ソリューションセンタ」が竣工し、当社の

技術、製品によってお客様に最適なソリュー

ションをご提案するための拠点として活動を

開始した。その前年には社内の「)�推進本部」

を新設し、全社を挙げて)�（お客様の満足度）

の向上に取り組んでいる。　 

　当社では平成��年度から%ヵ年の中期経営

計画「���!�」において、%つの構造改革（事業・

企業・経営・財務構造改革）を断行した。特に

コア事業であるモーションコントロールおよび

ロボティクスオートメーション事業へ構造を

シフトするとともに、経営資源を集中した。しかし、

外部環境の激変の影響もあり、成果が未実現

であったことから、平成�'年度から(ヵ年の中期

経営計画「���!�プラス」を策定、「���!�」

基本目標達成に再チャレンジするとともに、

業界をリードする高収益企業への転換を目指

したのである。 

  「���!�プラス」では、成長市場（半導体・

液晶、自動車、中国・アジア各市場）への注力

および抜本的コスト構造改革を行い、この結果、

業績は大きく改善され、より積極的に事業を

拡大する基盤が整った。こうした状況を踏まえ、

!��'年度に迎える会社創立���周年に向けて、

コア事業におけるダントツのグローバル�
��

の地位を確実にすると同時に、新しい事業の

柱を確立するための第�ステージとして、平成

�$年度から(ヵ年の中期経営計画「ダッシュ���」

をスタートさせた。初年度の平成�$年度は

良好な市場環境をとらえ「攻めの経営」を

展開し、業績は過去最高だった前年度を売上高、

利益とも上回るとともに、'期連続の増収・

増益を達成したのである。 

　一層のシェア拡大や、新たな分野

への展開を目指した新製品の開発

も進んでいる。サーボドライブ「Σ-V

（シグマ・ファイブ）」、インバータ

「V1000」、産業ロボットでは双腕

の「MOTOMAN-DA20」や

「MOTOMAN-DIA10」、腕形の

「MOTOMAN-IA20」を市場投入している。 

　一方、技術開発本部では次世代ロボットの

研究開発も進めており、技術検証プラット

フォーム「SmartPal」を開発、その後も

SmartPalに用いられた各種技術の実証

実験を重ねている。　 

　八幡西事業所に平成�$年�月、ロボット新工場

「モートマンステーション」が竣工し、この年、

�)サーボは生産'��万台、MOTOMANは

�'万台出荷に到達した。そして今年、平成�#年

には行橋事業所にインバータの新工場が完成、

稼動を開始する。中期経営計画「ダッシュ ���」

の完遂を目指して諸施策を展開しながら、

お客様への最適なソリューションのご提供を

通じて社会の発展に貢献するべく、安川電機

はさらに力強い事業展開を図っているのである。 

 
当社創立#�周年を記念して連載してまいり
ました「安川電機歴史物語」は、今回をもち
まして終了いたします。長い間、ご愛読あり
がとうございました。 
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